
【取組概要】
・新規就農者・規模拡大を志向する農業者にとっては、資材高騰等により施設新設の
初期投資負担が大きい。

・担い手の高齢化・離農により、農業用ハウスや作業施設が未利用のまま残存する事
例が増加。

R8.2.5 聞き取り調査

必要に応じて

改修事業
の活用も可能

【今後の展望】
取組の周知や利便性の向上により、本取組の

利用を拡大することで、地域資源の有効活用と
担い手の円滑な参入・定着を促進する。

○取組者：山口県（公益財団法人やまぐち農林振興公社）
○所在地：山口県
〇問合せ先：山口県農業振興課（083-933-3375）

新規就農

規模拡大

施設継承

活用した国の事業（予定等を含む）：無し（調査時点）

・未利用施設の有効活用のため、令和７年４月から県内の継承可能な農業施設情報を集
約・公開する農業施設バンク「アグリレー」を開設（やまぐち農林振興公社に管理運
営を委託）。

・県・市町・JA等が連携し、継承希望者と面談の上、マッチングを支援。

★ハウスであれば、品目問わず対象。今後は、
果樹棚の継承も対象とするなど、対象施設を
増やすことで利用拡大を目指す。

【譲渡の流れ】

農業施設バンク「アグリレー」を活用した農業ハウスの継承
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【課題】
継承希望者は、移設費・修繕費等を考慮する

必要があり、負担となる場合がある。

【工夫】
県単事業を活用し、補助率1/3で改修を支援。

    (継承に係る支援として、予算額4,340万円(R7予算))

出品されているハウス
（調査時点）

★施設の情報を入手したら、使用の可否を市
町および公益財団法人やまぐち農林振興公社
が確認の上、アグリレーに掲載することで、
安心して継承できる。

【やまぐち農業施設バンク(アグリレー)】

  https://nounokeikatsu.com/agurelay/

・市町村を越えた継承が可能であり、地域への人の呼び込み（新規就農者の参入促進
や担い手の規模拡大）に活発に利用されることを期待。

※調査時点で、譲渡可能施設の掲載件数 ９件（うち１件成約、３件交渉中）

サイト上では、面積・築年
数・前作物・立地状況等の
情報を得ることができる。
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